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寄
　
稿　

今
年
は
日
本
児
童
文
学
の
礎
を
築
い
た
小
川
未
明
の
生
誕
１
４
０
年
に

あ
た
る
。
そ
れ
を
記
念
し
、
未
明
を
愛
す
る
市
民
団
体
等
で
構
成
さ
れ
る

小
川
未
明
連
絡
会
議
が
中
心
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
企
画
・
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
記
念
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
年
間
を
通
じ
て
紹

介
す
る
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
や
、
内
容
の
詳
細
な
告
知
、
イ
ベ
ン
ト
の

様
子
等
を
伝
え
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
作
ら
れ
た
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
含
め
、
27
の
イ
ベ
ン
ト
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
新
企
画
の
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
４
月
の
生
誕
祭
、
５

月
の
詩
碑
・
石
塔
除
幕
式
と
未
明
生
家
周
辺
散
歩
、
７
月
の
顕
彰
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
８
月
の
子
ど
も
た
ち
と
読
む
未
明
童
話
、
高
田
文
化
協
会
に
よ
る

童
話
朗
読
会
、
10
月
の
春
日
山
周
辺
散
歩
、
11
月
の
市
民
音
楽
劇
、
12
月

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
と
な
る
。
文
学
館
も
、
秋
に
生
誕
１
４
０
周
年
記
念

展
を
行
い
、
１
月
に
未
明
童
話
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
上
映
会
、
２
月
に
文
学

館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
。
上
越
文
化
会
館
に
よ
る
毎
年
恒

例
の
小
学
生
対
象
の
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
加
え
、
今
年
は
一
般
対

象
の
自
由
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
も
行
わ
れ
る
。
昨
年
度
か
ら
上
越
教
育
大
学

附
属
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
未
明
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
、
11
月
の

未
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
成
果
の
一
端
が
発
表
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
未
明
の
顕
彰
と
研
究
の
諸
活
動
を
通
じ
、
不
透
明
な
社
会
を

生
き
ぬ
く
糧
が
わ
ず
か
で
も
提
供
で
き
た
ら
幸
い
で
あ
る
。
記
念
事
業
の

企
画
に
あ
た
っ
て
連
絡
会
議
が
目
標
に
し
た
の
は
、
次
の
５
点
で
あ
る
。

①
未
明
の
再
評
価
、
②
生
誕
１
５
０
年
を
見
据
え
た
集
団
作
り
、
③
市
民

グ
ル
ー
プ
活
動
の
総
括
、
④
活
動
の
拡
充
、
⑤
地
域
振
興
。
今
回
の
記
念

事
業
が
、
10
年
後
の
生
誕
１
５
０
周
年
を
見
据
え
た
も
の
と
し
て
意
味
を

も
ち
、
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て
拡
充
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

小
川
未
明
連
絡
会
議
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施
の
後
押
し
を
し
た

の
は
、
上
越
市
文
化
振
興
課
で
あ
る
。
市
の
文
化
振
興
の
た
め
、
常
に
全

力
で
市
民
の
活
動
等
を
支
援
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
最
初
は
、
４
月
２
日
（
土
）
の
「
生
誕
祭
」
で
あ
っ

た
。
小
川
未
明
生
誕
の
地
碑
前
で
献
花
式
が
行
わ
れ
、
町
家
交
流
館
高
田

小
町
で
記
念
ス
ピ
ー
チ
・
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
生
家
跡
地

で
生
誕
祭
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
地
元
町
内
会
と
も
連
携
し
、

碑
前
に
献
花
と
献
酒
を
行
い
、
生
家
隣
の
末
裔
丸
山
澄
男
氏
及
び
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
受
賞
者
、
中
学
生
の
伊
藤
笑
心
さ
ん
か
ら
記
念
ス
ピ
ー
チ
を
い

た
だ
き
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
生
誕
祭
の
会
場
に
中
川
幹
太

上
越
市
長
が
駆
け
つ
け
て
下
さ
り
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

「
詩
碑
・
石
塔
除
幕
式
と
生
家
周
辺
散
歩
」
は
５
月
７
日
（
土
）、
生

家
旧
畑
地
跡
で
開
催
さ
れ
た
。
未
明
の
精
神
と
功
績
を
長
く
後
世
に
伝
え

た
い
と
願
い
、
詩
碑
と
石
塔
が
建
て
ら
れ
た
。
春
日
山
神
社
境
内
に
「
雲

　

小
川
未
明
生
誕
１
４
０
周
年

　
　
　
　
　

記
念
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

小
埜
　
裕
二

（
上
越
教
育
大
学
教
授
・　
　
　
　
　

小
川
未
明
文
学
館
専
門
指
導
員
）
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資
料
を
頼
り
に
、
子
供
時
代
の
未
明
が
立
ち
、
遊
び
、
学
び
、
見
た
、
ゆ

か
り
の
地
が
た
ど
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
試
み
も
こ
れ
ま
で
無
か
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　

７
月
２
日
（
土
）
に
は
、
顕
彰
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

小
川
未
明
連
絡
会
議
は
、
上
越
の
他
の
偉
人
を
顕
彰
す
る
団
体
等
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
結
び
な
が
ら
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。
小
林
古
径
、
前
島

密
、
坂
口
謹
一
郎
と
い
っ
た
上
越
の
偉
人
の
顕
彰
グ
ル
ー
プ
の
代
表
に
ご

来
席
願
い
、
顕
彰
活
動
の
内
容
を
話
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
小
川
未
明
の

顕
彰
と
研
究
の
今
後
の
示
唆
を
得
る
と
と
も
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
い
、

相
互
連
携
や
協
働
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

未
明
の
愛
し
た
郷
土
の
人
々
が
未
明
生
誕
１
４
０
年
に
、
一
つ
の
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
し
、
そ
れ
が
効
力
を
発
揮
し
、
影
響
が
波
及
し
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

の
如
く
高
く
」
の
詩
碑
が
あ
る
が
、
今
回
の
詩
碑
は
、
未
明
が
70
歳
の
古

稀
記
念
に
揮
ご
う
し
た
も
の
で
、
春
日
山
神
社
の
詩
碑
と
双
璧
を
な
す
も

の
で
あ
る
。
石
塔
は
、
高
円
寺
の
未
明
家
の
庭
に
長
年
あ
っ
た
も
の
を
移

築
し
た
。
未
明
が
毎
日
眺
め
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
石
塔
は
供
養
の
意
味

が
あ
る
。
子
供
や
両
親
を
亡
く
し
た
未
明
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ

た
。

　

除
幕
式
は
、
上
越
市
長
中
川
幹
太
氏
、
小
川
家
代
表
で
詩
人
の
小
川
英

晴
氏
、
幸
町
町
内
会
長
の
高
野
恒
男
氏
、
石
塔
保
管
者
で
あ
る
小
島
清
介

氏
に
曳
綱
と
祝
辞
を
お
願
い
し
た
。

　

詩
碑
の
碑
文
は
、「
弱
き
者
の
為
に
立
ち　

代
弁
な
き
者
の
た
め
に
起

つ　

我
こ
れ
を
藝
術
の
信
條
と
な
す
」
で
あ
る
。
未
明
が
こ
の
思
い
を
抱

く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
高
田
の
地
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
で
見

た
も
の
、
学
ん
だ
も
の
、
上
杉
謙
信
公
や
父
母
の
影
響
も
あ
っ
た
。

　

未
明
の
代
表
作
「
赤
い
蠟
燭
と
人
魚
」
に
お
い
て
、
黙
っ
て
売
ら
れ
て

い
く
人
魚
の
娘
の
た
め
に
、
未
明
は
大
き
な
怒
り
の
結
末
を
用
意
し
た
。

碑
文
に
表
さ
れ
た
未
明
の
思
い
は
本
童
話
に
も
鮮
や
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
詩
碑
・
石
塔
を
生
誕
地
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
、
未
明
が
目
指
し

た
志
の
高
い
精
神
を
市
民
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
未
明
の
人
と
作
品
を

敬
愛
す
る
人
を
さ
ら
に
増
や
し
、
未
明
文
学
を
通
じ
た
人
づ
く
り
を
行
い
、

上
越
の
豊
か
な
精
神
文
化
に
対
す
る
市
民
の
理
解
が
深
ま
る
活
動
を
継
続

的
に
拡
充
し
て
い
き
た
い
。

　

除
幕
式
の
後
、
未
明
生
家
周
辺
散
歩
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
活
動
も
ま

た
、
高
田
の
町
の
歴
史
と
先
人
が
築
い
た
豊
か
な
精
神
文
化
を
肌
で
感
じ

取
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
約
40
名
の
市
民
が
集
ま
り
、
関
連
地
図
と

未明生家旧畑地に建立された詩碑と石塔
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小川未明は明治15（1882）年4月7日、新

潟県上越市に生まれました。令和４

(2022)年は、児童文学の礎を築いた小

川未明の生誕140周年にあたります。記

念すべきこの年に、未明の足跡をたどり、

未明の功績を現在と未来に活かす機会と

するための各種イベントが開催されます。

年間を通じて開催されるイベント（関連イ

ベントを含む）は、裏面のイベントカレン

ダーをご覧ください。多くの方のご参加・

ご来場をお待ちしております。

小川未明連絡会議

雲の如く高く くものごとくかがやき 雲のごとくとらわれず

小川未明生誕114400周年

●

●春春日日山山神神社社

●

●上上越越文文化化会会館館

オオーーレレンンププララザザ

「野ばら」文学碑

●未明文学碑と「赤い蠟燭と人魚」碑

Mimei Ogawa 140th anniversary 
2022

各種イベントの詳細は、「小川未
明文学館ホームページ」または
「小川未明生誕140周年イベン
トホームページ」をご覧下さい。
新型コロナウイルス感染症拡大
防止の観点等から、イベントが
中止、延期、縮小される場合が
あります。
問い合わせ：小川未明研究会：
yuji@juen.ac.jp 小川未明
文学館：025-523-1083

●高田城三重櫓（高田城址公園内）

●小川未明文学館

未未明明生生誕誕のの地地

高高田田小小町町

「「雲雲のの如如くく」」詩詩碑碑

作家・小川未明は明治15（1882）年４月７日、上越市高田に生まれました。令和４

(2022）年は、未明生誕140周年にあたります。それを記念し、未明生誕の地に、新た

に詩碑を建立し、東京の未明家にあった石塔を移築します。その除幕式を行い、皆さん

にご披露するとともに、未明生家周辺の文学散歩を行います。

プログラム

第第１１部部 除除幕幕式式 「「小小川川未未明明生生誕誕のの地地」」碑碑南南側側のの空空地地ににてて（14:00～14:40） ＊雨天決行

1.開会

2.主催者挨拶 小川未明研究会代表 小埜裕二

3.除幕 中川幹太様（上越市長） 小川英晴様（小川家代表）

高野恒男様（幸町町内会長） 小島清介様（石塔保管提供）

4.来賓祝辞 中川幹太様

5.来賓祝辞 小川英晴様

6.来賓祝辞 高野恒男様

7.来賓祝辞 小島清介様

8.閉会

第第２２部部 未未明明生生家家周周辺辺散散歩歩（15:00～16:00）＊雨天延期

生家～漢学塾跡～金光寺～本覚寺～鐘楼跡～銭湯～浅堀跡（予定）

＊長い距離を歩くものではありません。のんびりした周辺散歩です。

日日時時：：2022年５月７日（土）14時～16時

開開催催場場所所：：「小川未明生誕の地」碑(上越市幸町2-10)の南側空地

及び幸町周辺 ＊雨天の場合、除幕式後、町家交流館高田小町

で生家周辺散歩の机上学習を行います。

参参加加費費：：500円（生家周辺散歩に参加される方のみ。飲み物・資料代）

定定員員：：20名（申込順・生家周辺散歩に参加される方のみ）

＊除幕式は申込不要、どなたでも参加できます。

申申込込：：3月８日（火）から４月30日（土）までに、小川未明文学館（025-523-1083）へお電話下さい。

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症拡拡大大防防止止のの取取りり組組みみ：：参加時は、マスク着用でお願いします。感染拡大

状況によっては、イベントを縮小あるいは中止とする場合がございます。

主主催催：：小川未明研究会

交交通通アアククセセスス：：えちごトキめき鉄道 高田駅から徒歩15分、上越自動車道 上越高田インターチェン

ジから車で20分、北陸自動車道 上越インターチェンジから車で20分

問問合合わわせせ：：小川未明文学館（同上）、小川未明研究会（yuji@juen.ac.jp）

詩詩碑碑・・石石塔塔除除幕幕式式とと未未明明生生家家周周辺辺散散歩歩

小川未明顕彰フォーラム
作家・小川未明は明治15（1882）年4月7日、上越市高田に生まれました。令和
4(2022）年は、未明生誕140周年にあたります。それを記念し、小川未明顕彰
フォーラムを開催いたします。郷土の偉人小林古径・坂口謹一郎・前島密の顕彰
活動の様子をゲストの方にうかがいながら、ネットワークを活かした今後の小川
未明顕彰のありかたを探ります。

プログラム

開開会会・・主主催催者者挨挨拶拶 (13:00～13:05） 小川未明研究会 代表 小埜裕二

第第１１部部 上上越越のの偉偉人人たたちちのの顕顕彰彰にに学学ぶぶ（13:05～14:05）

１ 小林古径 小林古径記念美術館 統括学芸員 笹川修一氏

２ 坂口謹一郎 発酵学の父 坂口謹一郎顕彰会 幹事 光永伸一郎氏

３ 前島密 郷土の偉人“前島密翁”を顕彰する会 会長 堀井靖功氏

第第２２部部 小小川川未未明明のの顕顕彰彰活活動動（14:15～15:00）

１ 小川未明文学館 学芸員 上村聡子

２ 小川未明研究会 代表 小埜裕二

３ 小川未明連絡会議

第第３３部部 顕顕彰彰フフォォーーララムム（15:15～16:00）

司会 小埜裕二

パネリスト 笹川修一氏 光永伸一郎氏 堀井靖功氏 他

閉閉会会

日日時時： 2022年7月2日（土）13:00～16:00 開場12:30

場場所所： 上越文化会館 中ホール (上越市新光町1丁目9-10 ℡025-525-4103)

参参加加費費： 無料

定定員員： 100名（申込順）

申申しし込込みみ： 6月7日（火）から6月24日（金）までに、小川未明文学館（025-523-1083）へお

電話下さい。（小川未明生誕140周年記念イベントHPからもお申込みいただけます。）

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症拡拡大大防防止止のの取取りり組組みみ： 参加時は、マスク着用でお願いします。感

染拡大状況によっては、イベントを縮小あるいは中止とする場合がございます。

主主催催： 小川未明研究会、小川未明連絡会議、上越市

交交通通アアククセセスス： 電車 えちごトキめき鉄道はねうまライン春日山駅下車徒歩4分

車 北陸自動車道上越ＩＣより約5分 上信越自動車道上越高田ＩＣより約15分

問問いい合合わわせせ： 小川未明文学館（同上）、小川未明研究会（yuji@juen.ac.jp）

イベントカレンダー（左）と
イベントの宣伝用チラシ
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小川未明生誕140周年 イベントカレンダー

小川未明童話朗読会
未明童話の朗読会を開催します。8月は大越さとみ

さん、9月は篠田澄明さんが朗読します。／日時：8

月27日（土）14時～15時30分、9月17日（土）14時

～15時30分／会場：高田まちかど交流館（8月）、

未定（9月）／要予約・有料

読書感想文コンクール
童話「黒い人と赤いそり」をテーマに、読書感想文

コンクールを開催します。優秀作は小川未明フェス

ティバル2022において表彰します。／応募資格：県

内小学生／募集期間：7月～9月

自由作文コンクール
「小川未明」をテーマに、自由作文コンクールを開
催します。優秀作は小川未明フェスティバル2022に
おいて表彰するとともに、未明生誕140周年記念文
集として小川未明文学館ＨＰに掲載します。／応募
資格：中学生～大人／募集期間：7月～9月

子どもたちと読む未明童話
子どもたちを対象に未明童話に親しむ会を開催しま

す。全2回。あわせて小川未明フェスティバル2022

のテーマ童話をもとに読書感想文を書きます。／対

象：県内小学生／日時：8月6日（土）、13日（土）

10時～11時30分／場所：町家交流館高田小町／定

員：20名（申込順・無料）

上越教育大学附属中学生による未明プロジェクト
「岩手の中学生と郷土の作家の魅力を伝え合おう」
「未明作品を劇化しよう」(仮)等の公開授業。代表
グループが小川未明フェスティバル2022で発表しま
す（予定）。未明プレゼン動画の上映,デジタルパ
ンフレットの掲示も予定。／時期：6月～11月

上越教育大学公開講座「未明文学の再発見」

未明文学を、新たな角度から捉え直す3回シリーズ。

現代を生きる私たちに必要な課題と関連づけながら

考えます。／講師：小埜裕二／日時：9月3日（土）、

17日（土）、24日（土）14時～16時／場所：町家交

流館高田小町／定員：20名（抽選・有料）

未明春日山周辺散歩
未明が15歳頃に移り住んだ春日山神社周辺の文学散

歩を行います。／日時：10月1日（土）14時～16時

（雨天順延）／場所：春日山神社周辺／定員：20名

（申込順・有料）

文学館講座
未明文学の世界を深く追求する文学館講座です。講

師は未明を知るスペシャリスト3名をお招きします。

／時期：10月～12月（全3回）／場所：未定／定

員：30名（抽選・無料）

小川未明生誕140周年記念展
文学館が所蔵する貴重資料などをもとに、新しい研

究成果もふまえながら、未明の生涯と業績をトータ

ルに紹介します。／時期：10月～12月／場所：小川

未明文学館／無料

小川未明生誕140周年記念展おはなし会
小川未明文学館の特別展の開催期間中に、小川未明

ボランティアネットワークに所属する各グループが

未明作品の朗読を行います。／時期：10月／場所：

小川未明文学館／予約不要・無料

特集展示
文学館が所蔵する貴重資料を活用したミニ特集展示

を行います。年4回。／時期：特集展示①4月22日

（金）～、②7月22日（金）～、③10月28日（金）

～、④令和5年1月26日（木）～、／場所：小川未明

文学館／予約不要・無料

小小川川未未明明研研究究会会オオーーププンンデデイイ
小川未明研究会を一般公開します。興味をお持ちに

なられた方は、研究会にご参加下さい。（10月の春

日山周辺散歩が雨天順延された場合、この日に文学

散歩を行います。）／日時：11月5日（土）14時～

16時／場所：町家交流館高田小町／予約不要・無料

小小川川未未明明フフェェスステティィババルル22002222
毎年恒例の小川未明フェスティバル。今年のテーマ

は「黒い人と赤いそり」。読書感想文・自由作文コ

ンクールの表彰、創作フラメンコ等の公演予定。／

日時：11月26日（土）14時～17時／場所：上越文化

会館中ホール／チケット制・有料

小小川川未未明明市市民民音音楽楽劇劇「「月月のの明明るるいい夜夜にに」」
出演者は市民、脚本は劇団四季やディズニー映画の

和訳などで活躍する著名な作家が担当、作曲、舞台

監督、照明、音響など一流のスタッフが出演者をカ

バーする市民音楽劇。／日時：11月27日（日）／場

所：上越文化会館大ホール／チケット制・有料

未未明明生生誕誕114400周周年年記記念念シシンンポポジジウウムム
未明文学を新しい角度からとらえ直すことを目的に、

5名の専門家を招き、未明文学の新しい世界につい

て話し合います。／日時：12月17日（土）13時～16

時／場所：オーレンプラザ／定員：100名（申込

順・無料）

未未明明童童話話アアニニメメーーシショョンン上上映映会会
子どもたちに未明童話に親しんでもらうことを目的

に、小川未明文学館ビッグブックシアターで、文学

館が所蔵する未明童話のアニメーションを上映しま

す。／時期：1月（予定）／場所：小川未明文学館

／予約不要・無料

小小川川未未明明文文学学館館ババッッククヤヤーードドツツアアーー
小川未明文学館をより深く知ってもらうことを目的

に、普段は見られない収蔵庫や、未明自筆原稿など

文学館所蔵の貴重資料を見ることのできるツアーを

開催します。／時期：2月（予定）／場所：小川未

明文学館／定員：20名（申込順・無料）

小川未明文学賞贈呈式
上越市と小川未明文学賞委員会が主催する第31回小

川未明文学賞の贈呈式を開催します。／時期：3月

（予定）／場所：小川未明文学館（予定）

未明生誕祭
未明生誕の地にある「小川未明生誕の地」碑前で献

花式を行った後、記念講演を行います。／日時：4

月2日(土)14時～16時（雨天開催）／場所：「小川

未明生誕の地」碑前・町家交流館高田小町／定員

（高田小町での行事参加）：35名（申込順・無料）

詩碑・石塔除幕式と未明生家周辺散歩
未明生誕の地（旧畑地）に新たに設置する詩碑と石

塔の除幕式を行った後、未明生家周辺の散歩を行い

ます。／日時：5月7日(土)14時～16時（除幕式は雨

天開催、周辺散歩は雨天延期）／場所：「小川未明

生誕の地」碑南側空地・未明生家周辺／定員（周辺

散歩への参加）：20名（申込順・有料）

小川未明文学館こども祭
子どもたちが文学館に親しむ機会を提供することを

目的に、小川未明文学館でこども祭を開催します。

／時期：5月14日（土）（予定）／場所：小川未明

文学館／予約不要・無料

朗読研修会
次世代を担う子どもたちの心を育むことを目的に、

全3回の朗読研修会を開催します。あわせて朗読活

動に係る知識・技能の向上を図ります。／時期：6

月、7月（予定）／場所：未定／定員：未定（申込

順・無料）

童話創作講座
未明の文学精神を次代に継承することを目的に、全

3回の童話創作講座を開催します。／時期：7月、9

月（予定）／場所：未定／定員：未定（申込順・無

料）

「文芸たかだ」誌の発行
令和4年5月、7月、9月、11月、令和5年1月、3月

（年6回）発行の「文芸たかだ」誌に、未明に関す

るエッセイ、詩、短歌、俳句等を掲載します。また、

表紙には未明にまつわる絵を市内高校の美術部生徒

さんに描いてもらいます。

小川未明文学館おはなし会
未明ボランティアネットワークの朗読ボランティア

の皆さんが文学館ビッグブックシアターで小川未明

作品の朗読を行います。／時期：毎月第2･4日曜日

14時～／場所：小川未明文学館／予約不要・無料

小川未明研究会オープンデイ
小川未明研究会を一般公開します。興味をお持ちに

なられた方は、研究会にご参加下さい。（5月の未

明生家周辺散歩が雨天順延された場合、この日に周

辺散歩を行います。）／日時：6月4日（土）14時～

16時／場所：町家交流館高田小町／予約不要・無料

小川未明顕彰フォーラム
上越の偉人（小林古径、前島密、坂口謹一郎）の顕

彰活動の様子をゲストに話してもらった後、未明顕

彰のありかたについて話し合います。／日時：7月2

日（土）13時～16時／場所：上越文化会館中ホール

／定員：100名（申込順・無料）

※※上記イベントには、生誕140周年記念イベントの他、関連イベントも含まれています。
※※各種イベントは、「広報上越」等を通じてもご案内いたします。予約先や予約開始日等は、「小川未明
文学館ホームページ」又は「小川未明生誕140周年イベントホームページ」にてご確認ください。

※※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点等から、イベントが中止、延期、縮小される場合があります。
※※問い合わせ先 小川未明研究会 メール：yuji@juen.ac.jp ／小川未明文学館 電話：025-523-1083

青字は100名以上の参加が見込まれるイベント／赤字はコンクール／緑字は参加者数の見込みが100人未満のイベント

小川未明生誕140周年
イベントHP

小川未明文学館HP
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報
　
告

　

２
０
２
１
年
度
は
、
２
０
１
９
０
人
の
方
に

ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
展
覧
会
】

　

特
別
展
を
２
回
、
特
集
展
示
を
４
回
開
催
し

ま
し
た
。

特
別
展

〈
第
29
回
小
川
未
明
文
学
賞
受
賞
記
念
展
〉

︿
会
期
﹀
４
月
１
日
~
４
月
25
日

︿
会
場
﹀
文
学
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

︿
来
場
者
﹀
１
０
３
６
人

第
29
回
小
川
未
明
文
学
賞
の
応
募
作
品

５
４
６
編
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、
大
賞
・
優
秀

賞
の
受
賞
者
の
声
と
そ
の
作
品
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
文
学
館
で
開
催
さ
れ
た
贈
呈
式
の

様
子
、
こ
れ
ま
で
の
大
賞
受
賞
者
と
そ
の
作
品
、

今
回
の
最
終
選
考
ま
で
残
っ
た
作
品
の
講
評
、

書
籍
化
さ
れ
た
第
28
回
大
賞
受
賞
作
品
『
ぼ
く

に
色
を
く
れ
た
真
っ
黒
な
絵
描
き
―
シ
ャ
・

キ
・
ペ
シ
ュ
理
容
店
の
ジ
ョ
ア
ン
―
』
の
校
正

原
稿
（
学
研
プ
ラ
ス
提
供
）
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。

〈
超
大
型
紙
芝
居

　
『
月
夜
と
め
が
ね
』
原
画
展
〉

︿
会
期
﹀
10
月
９
日
~
12
月
５
日

︿
会
場
﹀
文
学
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

︿
来
場
者
﹀
３
６
７
４
人

絵
本
・
紙
芝
居
作
家
の
諸
橋
精
光
さ
ん
が
描

い
た
紙
芝
居
『
月
夜
と
め
が
ね
』（
平
成
31
年

４
月　

鈴
木
出
版
）
の
原
画
を
展
示
し
、
子
ど

も
た
ち
に
未
明
童
話
に
親
し
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
１
点
が
90
㎝
×
130
㎝
の
大

き
さ
が
あ
る
原
画
19
点
を
展
示
。
あ
わ
せ
て
、

各
時
代
の
「
月
夜
と
眼
鏡
」
の
挿
絵
を
書
籍
や

雑
誌
、
絵
本
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
10
月
24
日
、

未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
に

よ
る
特
別
展
お
は
な
し
会
を
開
催
し
、
34
人
の

方
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
詳
細
は
【
報
告
】
特
別
展
９
頁
に
掲
載
）

特
集
展
示

　

こ
れ
ま
で
小
川
未
明
文
学
館
で
は
、
未
明
に

関
す
る
雑
誌
や
書
籍
、
関
連
資
料
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
を
収
集
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
所
蔵
資
料
を
活
用
し
た
特
集
展
示
（
テ
ー
マ

展
示
）
を
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、

小
川
未
明
の
作
品
や
業
績
、
人
と
な
り
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
【
報
告
】
特
集
展
示
10
～
12
頁
に
掲

載
）

【
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
等
】

小
川
未
明
文
学
館
こ
ど
も
祭

︿
開
催
日
﹀
５
月
８
日

︿
参
加
者
﹀
１
０
５
人

子
ど
も
た
ち
に
未
明
童
話
や
文
学
館
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
、
こ
ど
も
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

テ
ー
マ
を
、
未
明
の
代
表
作
で
あ
り
、
発
表

か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
を
迎
え
た
童
話
「
赤

い
蝋
燭
と
人
魚
」
と
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
キ
ャ
ン
ド
ル

を
使
用
し
た
ろ
う
そ
く
作
り
・
文
学
館
で
配
布

し
て
い
る
未
明
童
話
冊
子
を
綴
じ
る
た
め
の
表

紙
作
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
未
明
と
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
に
関

す
る
ク
イ
ズ
や
、
常
設
展
示
室
内
に
隠
さ
れ
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
や
材
質
で
作
ら
れ
た
め
が

ね
を
探
す
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

▪ 
文
学
館
１
年
の
記
録 

▪
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朗
読
研
修
会

︿
開
催
日
﹀
６
月
26
日
・
７
月
３
日
・

 

７
月
17
日
の
全
３
回

︿
会　

場
﹀ 
高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
研
修
室

　
　
　

 　

 

上
越
市
市
民
プ
ラ
ザ
第
３
会
議
室

︿
参
加
者
﹀
30
人

橘
由
貴
氏
（
朗
読
療
法
士
・
ヴ
ォ
イ
ス
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
）
を
講
師
に
、
朗
読
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
基
本
的
な
声
の
作
り
方
や
表
現
力

の
磨
き
方
、
発
声
練
習
の
大
切
さ
を
学
び
、

「
心
に
響
く
朗
読
を
す
る
に
は
」
と
い
う
講
義

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
次
に
発
声
練
習
や
開
口

訓
練
を
行
い
、
そ
の
後
、
未
明
童
話
「
角
笛
吹

く
子
」（
大
正
10
年
）、「
夏
の
晩
方
あ
っ
た

話
」（
昭
和
10
年
）
を
題
材
に
し
た
実
践
的
な

朗
読
で
、
講
師
か
ら
個
々
に
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
講
師
の
朗
読
を
聴
き
、
受
講
者
の

今
後
の
朗
読
練
習
の
参
考
に
し
ま
し
た
。

童
話
創
作
講
座

︿
開
催
日
﹀
７
月
10
日
・
９
月
４
日
・

 

９
月
11
日
の
全
３
回

︿
会　

場
﹀
高
田
図
書
館
第
１
会
議
室

︿
参
加
者
﹀
11
人

佐
々
木
赫
子
氏
（
児
童
文
学
作
家
）
を
講
師

に
、
短
編
童
話
の
書
き
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

１
回
目
の
講
座
で
は
、
事
前
に
受
講
者
が
創

作
し
た
童
話
の
講
評
を
講
師
か
ら
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
２
回
目
・
３
回
目
の
講
座
で
は
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
手
直
し
し
た
作
品
の
講
評

を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
、
受
講
者
同
士
で
お
互

い
の
作
品
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
あ
い
、
今

後
の
創
作
の
参
考
に
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
の
皆
さ
ん
の
作
品
は
、「
童
話
創
作

講
座
受
講
者
作
品
集
」
と
し
て
、
文
学
館
の
図

書
コ
ー
ナ
ー
や
市
立
図
書
館
で
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

文
学
館
講
座

︿
開
催
日
﹀
10
月
16
日
・
11
月
７
日
・
11
月
13
日

︿
会　

場
﹀
文
学
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

　
　
　

 　

 

高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
研
修
室

︿
参
加
者
﹀
延
べ
97
人

未
明
や
作
品
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
は
、
第
１
回 

諸
橋
精
光
氏

（
千
蔵
院
住
職
、
絵
本
・
紙
芝
居
作
家
）、
第

２
回 

遠
山
光
嗣
氏
（
新
美
南
吉
記
念
館
館
長
）、

第
３
回 

小
埜
裕
二
氏
（
上
越
教
育
大
学
教
授
、

小
川
未
明
文
学
館
専
門
指
導
員
）
に
お
つ
と
め

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
詳
細
は
【
報
告
】
文
学
館
講
座
13
～
16
頁
に

掲
載
）

文
学
館
お
は
な
し
会

︿
日　

時
﹀
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日 

午
後
２
時
~

︿
会　

場
﹀ 

文
学
館
ビ
ッ
グ
ブ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

︿
参
加
者
﹀
延
べ
２
２
３
人

未
明
童
話
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
未
明
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
に
よ
り
未

明
童
話
を
中
心
と
し
た
お
は
な
し
会
を
21
回
開

催
し
ま
し
た
。

出
張
お
は
な
し
会

未
明
童
話
に
出
会
う
機
会
を
よ
り
多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
提
供
す
る
た
め
、
未
明
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
に
よ
り
、
市
内

の
小
学
校
に
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
向
い
て
、

お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
度
は
、
市
内
小
学
校
12
校

（
６
１
５
人
）、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
９
か
所

（
２
６
７
人
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。
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こ
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム 

未
明
童
話
と
親
し
も
う

―
こ
ど
も
た
ち
に
届
け
た
い
未
明
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―

未
明
童
話
と
い
え
ば
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」、

「
月
夜
と
眼
鏡
」
な
ど
が
有
名
で
す
が
、
こ
の

ほ
か
に
も
素
晴
ら
し
い
童
話
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
子
ど
も
た
ち
に
読
ん
で
も
ら
う

た
め
に
、
月
替
わ
り
で
未
明
童
話
１
作
品
を
冊

子
に
し
て
無
償
配
布
し
ま
し
た
。
配
布
作
品
は
、

幼
児
か
ら
小
学
校
の
低
中
学
年
向
け
の
童
話
が

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
に
は
お
は
な

し
カ
ー
ド
を
配
布
し
、
集
め
た
シ
ー
ル
数
に
応

じ
て
、
文
学
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
度
は
、
延
べ

６
４
９
人
に
冊
子
を
配
布
し
ま
し
た
。

〈
配
布
童
話
〉

・
４
月
「
花
と
あ
か
り
」

　

（
初
収
録
『
小
豚
の
旅
』
昭
和
10
年
５
月
）

・
５
月
「
ひ
ば
り
の
お
じ
さ
ん
」

　

�

（
初
出
『
せ
う
が
く
三
年
生
』
昭
和
13
年
６

月
）

・
６
月
「
雨
」

　

（
初
収
録
『
小
豚
の
旅
』
昭
和
10
年
５
月
）

・
７
月
「
う
さ
ぎ
と
二
人
の
お
じ
い
さ
ん
」

　

�

（
初
収
録
『
未
明
童
話
集
３
』
昭
和
３
年
７

月
）

・
８
月
「
夏
の
晩
方
あ
っ
た
話
」

　

（
初
収
録
『
小
豚
の
旅
』
昭
和
10
年
５
月
）

・
９
月
「
秋
の
野
」

　

�

（
初
出
『
コ
ド
モ
ア
サ
ヒ
』
昭
和
８
年
９
月
）

・
10
月
「
お
か
め
ど
ん
ぐ
り
」

　

（
初
収
録
『
小
豚
の
旅
』
昭
和
10
年
５
月
）

・
11
月
「
柿
」

　

�

（
初
出
『
コ
ド
モ
ア
サ
ヒ
』
昭
和
８
年
10
月
）

・
12
月
「
お
お
か
み
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」

　

（
初
出
『
ス
ヰ
ー
ト
』
昭
和
８
年
12
月
）

・
１
月
「
雪
に
う
ず
も
れ
た
小
学
校
」

　

�

（
初
出
『
コ
ド
モ
ア
サ
ヒ
』
昭
和
８
年
12
月
）

・
２
月
「
こ
た
つ
に
は
い
っ
て
」

　

�

（
初
収
録
『
小
川
未
明
コ
ド
モ
ヱ
バ
ナ
シ
』

昭
和
10
年
１
月
）

・
３
月
「
こ
う
さ
ぎ
と
は
は
う
さ
ぎ
」

　

（
初
出
『
小
学
一
年
生
』
昭
和
26
年
１
月
）

未
明
童
話
の
ぬ
り
絵

文
学
館
の
「
出
会
い
の
ロ
ビ
ー
」
で
は
、
い

つ
で
も
数
種
類
の
未
明
童
話
の
ぬ
り
絵
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
、
高

校
生
・
大
人
の
方
ま
で
、
大
勢
の
方
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ぬ
っ
た
絵
は
ロ
ビ
ー

の
掲
示
板
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
関
連
事
業
】

小
川
未
明
連
絡
会
議
合
同
イ
ベ
ン
ト

〈
未
明
童
話
の
世
界
を
感
じ
よ
う
〉

︿
開
催
日
﹀
11
月
28
日

︿
会　

場
﹀
上
越
文
化
会
館

「
小
川
未
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
１
秋

編
」（
上
越
文
化
会
館
主
催
）
の
開
催
に
あ
わ

せ
て
、
小
川
未
明
連
絡
会
議
構
成
団
体
に
よ
る

合
同
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
「
出
張
小
川
未
明
文
学
館
」
と
し

て
、
未
明
紹
介
パ
ネ
ル
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
夏
の
晩
方
あ
っ
た
話
」
の
解

説
パ
ネ
ル
の
展
示
、
未
明
関
連
資
料
の
読
書

コ
ー
ナ
ー
の
開
設
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
川
未
明
研
究
会
（
小
埜
裕
二
氏
代

表
）
に
よ
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な

ど
の
未
明
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売
、
高
田

文
化
協
会
に
よ
る
「
夏
の
晩
方
あ
っ
た
話
」
に

ち
な
ん
だ
「
紙
芝
居
が
は
じ
ま
り
ま
す
」
と
題

し
た
絵
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

「
夏
の
晩
方
あ
っ
た
話
」
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

を
３
回
上
演
し
た
ほ
か
、
未
明
童
話
の
手
作
り

小
冊
子
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
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令
和
３
年
度
特
別
展

　

  
超
大
型
紙
芝
居

　
　

  

『
月
夜
と
め
が
ね
』
原
画
展

︿
会
期
﹀
10
月
９
日
~
12
月
５
日

︿
会
場
﹀
文
学
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

長
岡
市
の
真
言
宗
豊
山
派
千
蔵
院
住
職
で
、
絵
本
・
紙
芝
居

作
家
の
諸
橋
精
光
さ
ん
が
描
い
た
紙
芝
居
『
月
夜
と
め
が
ね
』

（
平
成
31
年
４
月　

鈴
木
出
版
）
の
原
画
19
点
を
展
示
し
ま
し

た
。

　

諸
橋
さ
ん
は
、
新
潟
県
長
岡
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
28
歳
頃

よ
り
仏
教
説
話
を
中
心
と
し
た
絵
本
・
超
大
型
紙
芝
居
の
制
作

を
始
め
、
平
成
５
年
『
な
め
と
こ
山
の
く
ま
』（
童
心
社
）
で

高
橋
五
山
賞
を
受
賞
、
平
成
14
年
「
え
に
か
い
た
ね
こ
」
で
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
に
入
選
。
絵
本
・
紙
芝
居
の
出
版

多
数
。
現
在
、
寺
務
の
か
た
わ
ら
制
作
を
続
け
て
い
ま
す
。

■
「
月
夜
と
眼
鏡
」
に
つ
い
て

　

未
明
童
話
「
月
夜
と
眼
鏡
」
は
大
正
11
年
７
月
、
当
時
大
流

行
し
て
い
た
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。『
赤
い
鳥
』

は
鈴
木
三
重
吉
が
大
正
７
年
に
創
刊
し
た
童
話
雑
誌
で
、
未
明

は
「
飴
チ
ョ
コ
の
天
使
」「
金
魚
売
」
な
ど
の
童
話
42
編
、
童

謡
２
編
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

「
月
夜
と
眼
鏡
」
は
、
未
明
の
代
表
作
と
し
て
多
く
の
童
話

集
に
お
さ
め
ら
れ
、
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
画

家
た
ち
に
よ
っ
て
絵
を
つ
け
ら
れ
、
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
あ
ら
す
じ
〉

　

お
だ
や
か
な
月
の
い
い
晩
、
お
ば
あ
さ
ん
が
針
仕
事
を
し
て

い
る
と
、
そ
こ
に
や
っ
て
き
た
の
は
め
が
ね
売
り
で
し
た
。
針

の
穴
に
糸
が
通
ら
な
く
て
困
っ
て
い
た
お
ば
あ
さ
ん
は
、「
な

ん
で
も
よ
く
見
え
る
こ
と
う
け
あ
い
」
の
め
が
ね
を
買
い
ま
す
。

す
る
と
ま
た
、
戸
を
た
た
く
音
が
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
立
っ
て

い
た
の
は
、
石
に
つ
ま
ず
い
て
指
を
傷
つ
け
た
と
い
う
女
の
子

で
し
た
。
傷
口
を
見
る
た
め
に
お
ば
あ
さ
ん
が
め
が
ね
を
か
け

る
と
…
。

　

段
ボ
ー
ル
に
描
か
れ
た
原
画
は
１
点
が
90
㎝
×
130
㎝
の
大
き

さ
が
あ
り
、
見
る
人
を
童
話
の
世
界
に
引
き
込
ん
で
く
れ
ま
す
。

　

あ
た
た
か
い
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た
美
し
い
絵
と
、
幻
想
的
な

未
明
の
童
話
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
絵
が
重
厚
で
温
か
み
が
あ
り
、
久
し
ぶ

り
に
心
が
豊
か
に
な
り
ま
し
た
」「
大
き
な
原
画
で
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
り
ま
し
た
。
段
ボ
ー
ル
に
描
い
て
あ
る
な
ん
て
驚
き
ま

し
た
」
な
ど
、
多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

『赤い鳥』９巻１号
赤い鳥社　大正11年７月
清水良雄/画
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特
集
展
示
１

　
〈
新
収
蔵
品
展 
― 

令
和
２
年
度
収
集
資
料 

―
〉

︿
会
期
﹀
４
月
９
日
~
７
月
14
日

︿
会
場
﹀
文
学
館
常
設
展
示
場

小
川
未
明
文
学
館
で
は
、
未
明
に
関
す
る
資
料
の
収
集
や
調

査
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
未
明
の
業
績
を

広
く
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
令
和
２
年
度
に
新
た
に
収
蔵
し
た
資
料
の
中
か

ら
、
未
明
の
初
出
童
話
が
掲
載
さ
れ
た
絵
雑
誌
や
、
近
年
発
行

さ
れ
た
未
明
に
関
す
る
資
料
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
に
市
民
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
未
明

自
筆
書
軸

　

「
君
見
よ　

鳥
は
そ
の
木
を
撰
ば
ず　

木
は
ま
た

　
　

鳥
の
止
る
に
委
す　

未
明
」

を
展
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
上
越
市
上
正
善
寺
か
ら
出
土
し

た
考
古
遺
物
を
譲
っ
て
も
ら
っ
た
お
礼
に
、
未
明
が
贈
っ
た
も

の
で
す
。

特
集
展
示
２

　
〈「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
１
０
０
年
〉

︿
会
期
﹀
７
月
16
日
~
10
月
27
日

︿
会
場
﹀
文
学
館
常
設
展
示
場

２
０
２
１
年
は
、
未
明
童
話
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
「
赤

い
蝋
燭
と
人
魚
」
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年

に
あ
た
り
ま
す
。

　

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
は
大
正
10
年
、『
東
京
朝
日
新
聞
』

に
２
月
16
日
～
20
日
の
５
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

〝
新
童
話
〟
と
書
か
れ
、
岡
本
一
平
の
挿
絵
が
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。
未
明
が
子
ど
も
の
頃
に
祖
母
か
ら
聞
い
た
上
越
の
民
話
が

モ
チ
ー
フ
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
、
直
江
津
の
郷
津
海
岸
が
風
景
の

モ
デ
ル
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
こ
の
童
話
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
書
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

大
正
10
年
は
、
世
界
で
１
６
０
０
万
人
と
も
言
わ
れ
る
死
者

を
出
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
が
２
年
前
に
終
結
し
、
前
年
に
は

戦
後
恐
慌
が
起
こ
っ
た
年
で
す
。
不
況
が
続
き
、
貧
し
い
人
々

は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
理
想
の
社
会
を
求
め
、

ア
ナ
キ
ズ
ム
（
無
政
府
主
義
）
に
傾
倒
し
て
い
た
未
明
は
、
か

ね
て
か
ら
交
友
の
あ
っ
た
大
杉
栄
ら
が
結
成
し
た
日
本
社
会
主

義
同
盟
の
発
起
（
大
正
９
年
12
月
）
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
正
７
年
か
ら
世
界
中
で
ま
ん
延
し
て
い
た
流
行
性

感
冒
（
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）
が
日
本
を
襲
い
、
多
く
の
患
者
と
死

者
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
未
明
一
家
も
大
正
９
年
１
月
、
37
歳

の
未
明
を
は
じ
め
と
し
て
、
妻
キ
チ
、
次
女
鈴
江
（
６
歳
）、

次
男
哲
郎
（
３
歳
）
の
全
員
が
感
染
し
ま
し
た
。
一
時
は
危
篤

状
態
に
陥
っ
た
未
明
で
し
た
が
、
回
復
後
は
精
力
的
に
作
品
を

発
表
し
つ
づ
け
ま
す
。
そ
し
て
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
発
表

と
同
じ
大
正
10
年
２
月
に
は
三
男
英
二
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
新

し
い
命
の
誕
生
に
力
を
得
た
未
明
の
大
正
10
年
の
発
表
作
は
、

童
話
40
編
、
小
説
24
編
、
感
想
・
ア
ン
ケ
ー
ト
42
編
に
及
び
ま

し
た
。

　

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
は
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
、
大
正
・
昭

未明童話「徒競走」初出誌
『子供之友』21巻11号
婦人之友社　昭和９年11月

　
　
特 

集 

展 

示
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特
集
展
示
３

　
〈
小
川
未
明
と
坪
内
逍
遥
〉

︿
会
期
﹀
10
月
29
日
~
１
月
28
日

︿
会
場
﹀
文
学
館
常
設
展
示
場

明
治
34
年
４
月
、
試
験
に
合
格
し
た
小
川
未
明
は
、
東
京
専

門
学
校
（
翌
年
か
ら
早
稲
田
大
学
に
改
称
）
に
入
学
し
ま
す
。

坪
内
逍
遥
を
は
じ
め
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
な
ど
一
流
の

講
師
陣
に
学
び
、
片
上
伸
・
吉
江
喬
松
ら
の
友
人
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。

　

明
治
36
年
５
月
、
華
厳
の
滝
で
投
身
自
殺
し
た
第
一
高
等
学

校
生
・
藤
村
操
の
遺
書
「
巌
頭
之
感
」
に
対
す
る
感
想
を
書
い

た
未
明
の
文
章
が
逍
遥
の
目
に
と
ま
り
、
未
明
は
逍
遥
の
自
宅

で
毎
月
開
か
れ
て
い
た
「
読
書
研
究
会
」
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
研
究
会
に
出
席
し
て
い
る
う
ち
に
創
作
を
志
し

た
未
明
は
、
逍
遥
に
作
品
の
指
導
添
削
を
受
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

そ
し
て
明
治
37
年
９
月
、
逍
遥
の
紹
介
で
雑
誌
『
新
小
説
』

に
小
説
「
漂
浪
児
」
を
発
表
。
逍
遥
か
ら
「
未
明
（
び
め

い
）」
の
筆
名
を
与
え
ら
れ
、
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

「
ビ
メ
イ
」
と
い
う
筆
名
に
つ
い
て
、
後
に
未
明
は
こ
う
書
い

て
い
ま
す
。「（
逍
遥
が
）『
ゲ
エ
テ
は
美
は
黄
昏
に
あ
る
と
い

つ
た
が
、
黄
昏
で
は
果
て
が
な
い
や
う
な
気
が
す
る
か
ら
、
同

じ
薄
明
で
も
夜
明
け
に
し
た
ら
ど
う
か
。
未
明
が
よ
か
ら
う
』

と
言
は
れ
て
、
私
は
喜
ん
で
そ
の
名
前
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」

（「
童
話
を
作
つ
て
五
十
年
」
昭
和
26
年
）

　

逍
遥
は
大
正
９
年
に
静
岡
県
熱
海
に
双
柿
舎
と
呼
ば
れ
る
住

居
を
構
え
、
昭
和
10
年
に
亡
く
な
る
ま
で
そ
こ
で
過
ご
し
ま
す
。

逍
遥
が
熱
海
に
移
っ
て
か
ら
の
二
人
の
交
流
に
つ
い
て
は
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
未
明
が
昭
和
16
年
と
昭
和
26
年
に
、
熱

海
に
あ
る
逍
遥
の
墓
を
訪
れ
て
い
る
写
真
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

逍
遥
の
死
後
も
、
未
明
が
逍
遥
を
師
と
慕
っ
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
る
一
枚
で
す
。

和
・
平
成
と
多
く
の
童
話
集
に
収
め
ら
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
画

家
の
手
に
よ
っ
て
挿
絵
が
描
か
れ
て
き
ま
し
た
。
舞
台
化
や
音

声
化
も
さ
れ
、
令
和
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
国
語
の
先
生
が
選

ぶ
〝
子
ど
も
た
ち
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
作
品
〟
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、「
赤
い
蠟
燭
と
人
魚
」
が
収
め

ら
れ
た
童
話
集
や
紙
芝
居
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

紙芝居『赤い蝋燭と人魚』新井五郎/画
日本画劇　昭和24年６月

「赤い蠟燭と人魚」
発表の頃の未明

（大正10年２月28日）

『Une sirène chez les hommes』（フランス語）
酒井駒子/画
Ecole Des Loisirs　平成21年10月
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未
明
と
恩
師
・
逍
遥
の
交
流
を
、
逍
遥
が
未
明
に
宛
て
た
は

が
き
や
写
真
な
ど
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

「読書研究会」会員一同（明治38年７月）
前列左から３番目が逍遥、後列左から６番目が未明

逍遥が未明に宛てたはがき
（明治44年１月19日）

熱海にある逍遥の墓前に手を合わせる未明
（昭和26年５月）

特
集
展
示
４

〈
１
０
０
年
前
の
未
明
小
説
〉

︿
会
期
﹀
２
月
１
日
~
４
月
20
日

︿
会
場
﹀
文
学
館
常
設
展
示
場

１
０
０
年
前
の
大
正
10
年
、
小
川
未
明
は
実
に
１
０
７
作
に

上
る
小
説
、
童
話
、
随
筆
等
を
書
き
ま
し
た
。

　

貧
し
さ
の
た
め
、
感
染
症
で
大
正
３
年
に
長
男
哲
文
を
６
歳
、

大
正
７
年
に
長
女
晴
代
を
11
歳
で
亡
く
し
た
未
明
は
、
大
正
10

年
発
表
の
作
品
に
も
そ
の
こ
と
を
繰
り
返
し
書
い
て
い
ま
す

（「
死
刑
囚
の
寫
眞
」「
す
べ
て
が
美
し
く
」
等
）。
そ
れ
は
、

子
ど
も
を
自
分
の
仕
事
の
犠
牲
に
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
後
悔

で
あ
っ
た
り
、
子
ど
も
の
分
も
精
一
杯
生
き
な
け
れ
ば
と
い
う

決
意
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
理
想
の
社
会
を
求
め
て
ア
ナ
キ
ズ
ム
（
無
政
府
主

義
）
に
傾
倒
し
、
か
ね
て
か
ら
交
友
の
あ
っ
た
大
杉
栄
ら
が
結

成
し
た
日
本
社
会
主
義
同
盟
の
発
起
（
大
正
９
年
12
月
）
に
も

参
加
し
て
い
た
未
明
は
、
社
会
の
改
造
を
願
い
、
自
ら
の
使
命

と
し
て
貧
し
い
者
・
社
会
的
弱
者
の
目
線
で
書
か
れ
た
小
説
を

多
く
発
表
し
ま
し
た
（「
老
旗
振
り
」「
顔
を
見
た
後
」
等
）。

　

ふ
る
さ
と
高
田
や
、
自
身
の
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
を
書
い

た
作
品
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
（「
片
目
に
な
つ
た
話
」「
冷

酷
な
る
記
憶
」「
青
く
傷
む
風
景　

夏
の
小
品
」「
眠
つ
て
ゐ
る

よ
う
な
北
国
の
町　

私
の
郷
里
」
等
）。
子
ど
も
時
代
を
懐
か

し
く
振
り
返
り
、
自
然
が
輝
い
て
い
た
こ
と
、
今
は
す
っ
か
り

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
町
の
こ
と
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
と
並
行
し
て
、
童
話
の
名
作
も
次
々
と
生
み
出
さ
れ

ま
し
た
（「
時
計
の
な
い
村
」「
殿
さ
ま
の
茶
わ
ん
」「
赤
い
蝋

燭
と
人
魚
」「
角
笛
吹
く
子
」「
港
に
着
い
た
黒
ん
ぼ
」
等
）。

　

本
展
で
は
、
大
正
10
年
に
発
表
さ
れ
た
未
明
作
品
の
中
か
ら
、

小
説
の
初
出
誌
を
中
心
に
、
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

報
　
告
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■
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

　

子
ど
も
の
頃
、
体
が
弱
か
っ
た
の
で
す
が
、

漢
方
薬
が
効
い
て
元
気
に
な
り
ま
し
た
。
も
と

も
と
絵
を
描
く
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
小
学

校
６
年
生
の
頃
に
は
紙
を
た
く
さ
ん
繋
げ
て
絵

巻
物
み
た
い
な
も
の
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
中

学
に
入
る
と
少
女
漫
画
に
興
味
が
出
て
一
生
懸

命
描
き
ま
し
た
が
、
高
校
生
の
頃
、
絵
の
先
生

に
つ
い
て
デ
ッ
サ
ン
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

ど
ん
ど
ん
絵
の
世
界
が
お
も
し
ろ
く
な
り
、
美

術
の
学
校
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
絵
描
き

に
な
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
お
寺
を
継
ぐ
約

束
だ
っ
た
の
で
、
今
度
は
大
学
で
仏
教
の
勉
強

を
し
ま
し
た
。
仏
教
は
２
５
０
０
年
の
歴
史
が

あ
っ
て
、
人
間
の
心
や
知
恵
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
な
ん
て
お
も
し
ろ
い
ん
だ
ろ
う
と
思
い

超
大
型
紙
芝
居
『
月
夜
と
め
が
ね
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

制
作
の
周
辺

　

講　

師
：
諸
橋
精
光
氏
（
絵
本
・
紙
芝
居
作
家

�

真
言
宗
豊
山
派
千
蔵
院
住
職
）

　

開
催
日
：
令
和
３
年
10
月
16
日
（
土
）

　

会　

場
：
小
川
未
明
文
学
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
学
館
講
座
（
講
座
要
旨
）

第
１
回

ま
し
た
。

　

絵
と
仏
教
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、

私
の
寺
は
非
常
に
忙
し
い
寺
で
、
な
か
な
か
大

き
な
絵
は
描
け
な
い
。
そ
ん
な
中
で
絵
本
作
り

を
始
め
ま
し
た
。
お
彼
岸
、
お
盆
っ
て
何
？
な

ん
で
手
を
合
わ
せ
る
の
？
そ
う
い
う
こ
と
を
き

ち
ん
と
伝
え
る
方
法
と
し
て
、
月
に
一
冊
小
さ

な
絵
本
を
作
っ
て
、
お
堂
に
置
き
ま
し
た
。
30

年
間
で
３
０
０
冊
。
毎
月
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、

絵
本
を
作
る
腕
力
が
つ
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

『
仏
教
説
話
大
系
』
全
40
巻
（
鈴
木
出
版
）
か

ら
お
話
を
と
り
ま
し
た
。

■
大
型
紙
芝
居
誕
生

　

私
は
子
ど
も
が
好
き
で
、
子
ど
も
を
お
寺
に

集
め
て
何
か
や
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
夏
に

子
ど
も
祭
を
催
し
、
針
の
山
や
血
の
池
地
獄
を

描
い
た
大
き
な
紙
芝
居
を
作
っ
て
演
じ
ま
し
た
。

お
寺
の
太
鼓
や
銅
鑼
な
ど
の
鳴
り
物
入
り
で
、

語
り
や
効
果
音
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
目
が

釘
付
け
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
始
め
た
紙
芝
居
制
作
で
し
た
が
、
私
自
身
が

引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
自
分
の
絵
が
、

１
５
０
％
に
も
２
０
０
％
に
も
広
が
る
感
じ
が

し
て
、
毎
年
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
児
童
文
学
の
紙
芝
居
へ

　

最
初
の
５
年
く
ら
い
は
、『
仏
教
説
話
大

系
』
の
中
か
ら
選
ん
で
、
仏
教
の
紙
芝
居
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
声
優
の
右う

手て

和
子

さ
ん
と
出
会
い
、
私
の
作
品
を
気
に
入
っ
て
い

た
だ
い
て
、
色
々
な
所
で
紙
芝
居
を
演
じ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
右
手
さ
ん
の
語

り
は
実
に
深
く
、
そ
れ
に
対
し
て
自
分
の
絵
の

表
現
の
力
不
足
に
愕
然
と
し
ま
し
た
。
も
っ
と

深
い
表
現
が
し
た
い
と
思
い
、
児
童
文
学
に
向

か
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
系
の
中
に
花
岡

大
学
が
選
ん
だ
仏
教
童
話
集
が
あ
っ
て
、
宮
沢

賢
治
の
「
な
め
と
こ
山
の
く
ま
」
が
載
っ
て
い

ま
し
た
。
紙
芝
居
の
脚
本
の
大
家
で
、
賢
治
の

研
究
家
で
も
あ
る
堀
尾
青
史
さ
ん
に
見
て
も
ら

い
た
い
と
必
死
に
制
作
し
ま
し
た
。
も
う
30
年

く
ら
い
前
の
こ
と
で
す
。
同
じ
童
話
集
に
未
明

の
「
月
夜
と
め
が
ね
」
も
収
録
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
描
く
技
量
が
ま
だ
足
り
な
い
と

思
い
宿
題
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
美

南
吉
の
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」、
賢
治
の
「
セ
ロ
弾

き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
や
「
や
ま
な
し
」
な
ど
を
制

作
し
ま
し
た
。

■
「
月
夜
と
め
が
ね
」
の
制
作

　

ま
だ
描
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
「
月
夜
と
め

が
ね
」
で
し
た
が
、
体
力
が
あ
る
う
ち
に
と
５

年
ほ
ど
前
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
未
明
の
、

夜
の
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
た
花
園
の
香
り
が
し

て
く
る
よ
う
な
文
章
。
脚
本
化
す
る
た
め
に
、

言
葉
を
調
整
し
た
り
、
わ
か
り
や
す
く
変
え
て

み
た
り
し
た
け
れ
ど
、
全
部
拒
否
さ
れ
る
感
じ

が
し
ま
し
た
。
女
性
的
な
優
し
い
お
話
な
の
に
、

土
台
は
も
の
す
ご
く
男
性
的
な
太
い
骨
格
が
あ

り
、
緻
密
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
文
章
を
変

え
る
な
ど
の
逸
脱
を
許
さ
な
い
緊
張
感
が
あ
る
。

と
て
も
魅
力
を
感
じ
な
が
ら
制
作
す
る
こ
と
が

で
き
、
幸
せ
で
し
た
。

　

月
夜
の
花
園
を
お
ば
あ
さ
ん
が
女
の
子
を
連

れ
て
歩
く
と
こ
ろ
は
、
一
番
描
き
た
か
っ
た
場

面
で
す
。
で
も
そ
の
次
の
場
面
で
、
ど
う
に
も

描
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
は
、
画
家

で
も
あ
る
妻
に
一
度
絵
を
壊
し
て
も
ら
い
ま
す
。

描
き
直
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
壊
し
て
も

ら
う
。
自
分
で
は
も
っ
た
い
な
く
て
壊
せ
な
い

ん
で
す
。
妻
が
上
か
ら
青
の
絵
の
具
を
バ
ー
ッ

と
塗
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
細
か
い
所
を
描
き
す

ぎ
て
表
現
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
描
き
起
こ
し
、
気

に
入
っ
た
場
面
に
な
り
ま
し
た
。

　

段
ボ
ー
ル
の
ザ
ラ
ザ
ラ
を
使
っ
て
描
く
技
法

は
妻
か
ら
教
わ
っ
た
も
の
で
す
。
空
間
の
奥
行

き
、
空
気
の
振
動
を
表
現
す
る
た
め
に
は
単
調

に
色
を
塗
る
だ
け
で
は
だ
め
で
、
ザ
ラ
ザ
ラ
を

使
っ
て
塗
る
こ
と
に
よ
り
立
体
感
が
出
る
。
要
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書
き
ま
し
た
が
、
昭
和
18
年
３
月
喉
頭
結
核
の

た
め
永
眠
し
ま
し
た
。
29
歳
で
し
た
。

　

南
吉
作
品
の
特
徴
と
し
て
は
、

・
物
語
性
が
あ
る
。

・
子
ど
も
の
心
理
描
写
が
巧
み
で
あ
る
。

・
郷
土
性
が
豊
か
で
あ
る
。

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

■
新
美
南
吉
と
小
川
未
明

　

南
吉
は
14
歳
の
時
、
未
明
の
童
話
集
で
あ
る

『
日
本
童
話
集
（
中
）』（
昭
和
２
年　

ア
ル

ス
）
を
読
み
ま
し
た
。「
感
ず
る
所
が
あ
っ

た
。」「「
月
と
海
豹
」
は
、
大
き
な
或
物
を
私
に

与
え
た
。
童
話
を
四
つ
考
え
た
。」
と
日
記
に
綴

り
、
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
半
田
　

　

半
田
市
の
名
物
を
、「
山
車
・
蔵
・
南
吉
・

赤
レ
ン
ガ
」
と
称
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
31
輌

あ
る
山
車
は
、
各
地
区
の
春
の
祭
礼
で
曳
き
回

さ
れ
ま
す
。
南
吉
も
岩
滑
の
義
烈
組
に
所
属
し

て
い
ま
し
た
。
祭
を
描
い
た
童
話
「
狐
」
や
詩

を
書
い
て
い
ま
す
。
半
田
は
江
戸
時
代
か
ら
酒

や
酢
の
醸
造
業
で
栄
え
、
今
も
半
田
運
河
周
辺

に
黒
板
壁
の
醸
造
蔵
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

南
吉
童
話
に
、
主
人
公
が
酒
の
滓
を
町
の
酢
屋

に
運
ぶ
「
和
太
郎
さ
ん
と
牛
」、
樽
職
人
の
子

を
描
い
た
「
狐
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で

も
五
指
に
入
る
大
規
模
な
半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物

は
、
明
治
時
代
に
カ
ブ
ト
ビ
ー
ル
の
製
造
工
場

と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

の
と
こ
ろ
は
妻
と
の
共
作
と
言
っ
て
い
い
と
思

い
ま
す
。

■
お
わ
り
に

　

使
っ
て
い
る
絵
の
具
は
ネ
オ
カ
ラ
ー
で
す
。

非
常
に
色
が
強
く
て
、
遠
く
か
ら
見
て
も
は
っ

き
り
わ
か
る
。
絵
に
力
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で

き
る
ネ
オ
カ
ラ
ー
と
、
段
ボ
ー
ル
の
ザ
ラ
ザ
ラ

し
た
素
材
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
絵
が
見
る
人

の
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
よ
う
な
表
現
が
で
き

ま
す
。
未
明
の
「
金
の
輪
」
の
光
を
、
こ
の
絵

の
具
で
描
い
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
い
つ

か
制
作
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
新
美
南
吉
に
つ
い
て

　

南
吉
は
、
大
正
２
年
に
愛
知
県
知
多
郡
半
田

町
岩や
な
べ滑
（
現
・
半
田
市
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

未
明
の
次
女
の
鈴
江
さ
ん
と
同
い
年
、
未
明
と

は
31
歳
差
に
な
り
ま
す
。
本
名
は
渡
辺
正
八
で

す
が
、
８
歳
の
時
に
生
母
の
実
家
で
あ
る
新
美

家
の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。
非
常
に
秀
才
で
、

半
田
中
学
（
現
・
半
田
高
等
学
校
）
に
入
学
後

盛
ん
に
童
謡
や
童
話
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

母
校
の
小
学
校
の
代
用
教
員
を
経
て
、
東
京
外

国
語
学
校
（
現
・
東
京
外
国
語
大
学
）
英
語
部

文
科
に
入
学
。
こ
の
間
、
童
謡
雑
誌
『
チ
チ
ノ

キ
』
に
加
入
し
、
巽
聖
歌
と
知
り
合
い
ま
し
た
。

北
原
白
秋
に
弟
子
入
り
、「
ご
ん
狐
」
が
『
赤

い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。
20

歳
で
喀
血
し
、
23
歳
で
２
度
目
の
喀
血
。
そ
の

後
帰
郷
し
、
小
学
校
の
代
用
教
員
等
を
経
て
、

安
城
高
等
女
学
校
（
現
・
安
城
高
等
学
校
）
の

教
諭
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
童
話
を
た
く
さ
ん

新
美
南
吉
記
念
館
に
お
け
る

　
　
　
　
市
民
協
働
の
成
果
と
課
題

　

講　

師
：
遠
山
光
嗣
氏
（
新
美
南
吉
記
念
館
館
長
）

　

開
催
日
：
令
和
３
年
11
月
７
日
（
日
）

　

会　

場
：
高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ

第
２
回

■
南
吉
顕
彰
の
歩
み

　

死
去
か
ら
５
年
後
の
昭
和
23
年
、
安
城
に
第

１
号
の
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
28

年
か
ら
南
吉
童
話
が
教
科
書
に
採
用
さ
れ
は
じ

め
、
南
吉
の
評
価
は
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
昭

和
36
年
に
新
美
南
吉
顕
彰
会
が
発
足
し
、『
新

美
南
吉
代
表
作
集
』
を
発
行
。
休
止
状
態
だ
っ

た
時
期
を
経
て
、
昭
和
61
年
に
は
顕
彰
会
が
再

発
足
し
、
半
田
市
が
生
家
を
復
元
し
た
り
、

「
新
美
南
吉
童
話
賞
」
が
設
立
さ
れ
た
り
と
、

活
動
が
活
発
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
63
年
に
新
美
南
吉
記
念
館
建
設
計
画
が

発
表
さ
れ
、
翌
年
半
田
市
は
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
の

里
・
岩
滑
」
整
備
事
業
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

記
念
館
開
館
前
年
の
平
成
５
年
に
は
、
新
美
南

吉
事
業
連
絡
協
議
会
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
の
会
」
が

発
足
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
の
生
誕
１
０
０
年
を
前
に
、
平
成

22
年
に
「
新
美
南
吉
生
誕
１
０
０
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
」
が
発
足
。
平
成
25
年
は
一
年
を

通
し
て
、
生
誕
１
０
０
年
を
祝
う
50
以
上
も
の

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
新
美
南
吉
記
念
館
に
つ
い
て

　

平
成
６
年
開
館
の
、
半
田
市
直
営
の
館
で
す
。

併
設
の
童
話
の
森
は
、「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
に
登

場
す
る
伝
中
山
城
址
で
す
。

　

記
念
館
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
が
活
動
し
て
い
ま
す
。「
ガ
イ
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
南
吉
案
内
人
」
は
展
示
室
の
解
説
や

文
学
散
歩
の
案
内
。「
歌
と
お
話
の
会
」
は
ギ
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タ
ー
の
弾
き
語
り
と
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
。

「
南
吉
童
話
お
話
の
会
で
ん
で
ん
む
し
」
は
読

み
聞
か
せ
。
南
吉
童
話
「
木
の
祭
り
」
に
な
ぞ

ら
え
て
、
蛍
を
育
て
て
く
れ
て
い
る
「
蛍
お
じ

さ
ん
」
も
い
ま
す
。
そ
の
蛍
で
、
毎
年
６
月
に

「
南
吉
さ
ん
の
蛍
ま
つ
り
」
を
地
元
企
業
の
協

力
を
得
て
半
田
市
観
光
協
会
が
開
催
し
、
二
晩

で
１
５
０
０
人
も
の
人
が
訪
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。
他
に
も
、

○�

生
誕
祭
宵
祭
り
（
盆
踊
り
唄
保
存
会
、
山
車

組
、
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

○�

生
誕
祭
「
南
吉
さ
ん
の
日
」
式
典
（
半
田
中

学
校
合
唱
部
、
洋
菓
子
店
（
バ
ー
ス
デ
ー

ケ
ー
キ
作
成
）
等
）

○�

ご
ん
の
秋
祭
り
（
半
田
市
観
光
協
会
、
岩
滑

お
助
け
隊
等
）
彼
岸
花
３
０
０
万
本
を
見
に

２
週
間
で
10
万
人
の
人
が
訪
れ
、
１
万
人
が

記
念
館
に
入
館
。

○�

貝
殻
忌
【
命
日
】（
私
立
幼
稚
園
園
児
の
合

唱
）

な
ど
を
、
市
民
、
団
体
、
企
業
と
連
携
し
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
館
を
め
ぐ
る
市
民
活
動
と
し
て
は
、

「
新
美
南
吉
顕
彰
会
」「
矢
勝
川
の
彼
岸
花
を

守
る
会
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
平
成
26
年
か

ら
新
た
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ご
ん
の
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
設
立
さ
れ
、
館
内
の
カ
フ
ェ
＆

シ
ョ
ッ
プ
「
ご
ん
の
贈
り
物
」
の
運
営
や
、
加

工
品
な
ど
を
販
売
す
る
「
ご
ん
の
足
跡
」「
じ

ば
工
房
」
の
運
営
統
括
、
童
話
の
森
を
き
れ
い

に
し
て
観
察
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
「
童
話
の

森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

■
今
後
の
課
題

　

半
田
市
で
は
、
小
学
校
区
単
位
で
自
治
区
活

動
を
継
続
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
、
岩
滑
区
が
同
じ
小
学
校
区
の

半
田
１
区
と
共
同
で
事
業
を
行
う
た
め
の
検
討

会
議
を
開
い
て
い
ま
す
が
、
記
念
館
は
そ
こ
に

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
昔

か
ら
地
域
の
結
束
の
強
か
っ
た
岩
滑
区
で
す
が
、

近
年
そ
の
力
が
落
ち
始
め
て
い
ま
す
。
岩
滑
は

市
の
景
観
形
成
重
点
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
記
念
館
が
開
館
し
た
頃
に
比
べ
て
都
市

化
が
進
み
、
童
話
の
ふ
る
里
ら
し
い
景
観
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
「
南
吉
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
見
直
し
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
も

記
念
館
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

「
南
吉
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別

委
員
会
」
は
、
令
和
２
年
度
に
半
田
市
議
会
が

設
置
し
た
特
別
委
員
会
で
す
。
令
和
５
年
に
生

誕
１
１
０
年
を
控
え
、
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
南
吉
に
親
し
め
る
よ
う
、
ま
た
、
南
吉
を
通

じ
て
市
民
に
豊
か
な
心
と
行
動
力
、
郷
土
へ
の

誇
り
と
愛
着
を
育
ん
で
も
ら
う
た
め
、
活
動
し

て
い
ま
す
。

■
お
わ
り
に

　

南
吉
作
品
が
郷
土
性
豊
か
で
地
域
の
絆
を
描

い
て
い
る
こ
と
、
死
後
に
評
価
が
高
く
な
っ
て

き
た
こ
と
が
、
地
元
で
の
顕
彰
活
動
の
原
動
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
誕
１
０
０
年
記
念
事
業

の
あ
と
、
そ
れ
ま
で
南
吉
顕
彰
を
支
え
て
き
た

団
体
の
機
能
縮
小
や
解
散
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

が
、
新
し
い
団
体
の
設
立
や
新
し
い
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
も
あ
り
、
市
民
に
よ
る
多
様
な
関
わ
り

が
継
続
し
て
い
ま
す
。
南
吉
生
誕
１
１
０
年
を

ど
う
迎
え
る
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

カフェ＆ショップ「ごんの贈り物」 貝殻忌（３月）
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小
川
未
明
に
お
け
る
〈
相
互
扶
助
〉

　

講　

師
：
小
埜
裕
二
氏
（
上
越
教
育
大
学
教
授
・

�

小
川
未
明
文
学
館
専
門
指
導
員
）

　

開
催
日
：
令
和
３
年
11
月
13
日
（
土
）

　

会　

場
：
高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ

■
は
じ
め
に

　

未
明
の
童
話
や
小
説
を
読
ん
で
い
く
と
、

〈
相
互
扶
助
〉
が
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
未
明
が
影
響
を
受

け
た
本
に
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
『
相
互
扶
助

論
』
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
思
想
が
未
明

文
学
の
重
要
な
背
骨
に
な
り
ま
し
た
。

■
大
杉
栄
と
の
出
会
い
と
影
響

　

大
正
２
年
、
大
杉
栄
が
『
近
代
思
想
』
に
未

明
作
品
を
紹
介
し
、
二
人
は
知
り
合
い
ま
し
た
。

影
響
を
受
け
た
未
明
は
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
著

書
を
読
み
、
感
銘
を
受
け
ま
す
。
翌
大
正
３
年

に
発
表
し
た
「
眠
い
町
」
は
、
社
会
問
題
を

扱
っ
た
童
話
で
す
。
大
杉
の
影
響
を
受
け
て
未

明
は
社
会
に
目
が
開
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
一
つ
の
表
れ
と
し
て
「
眠
い
町
」
は
書
か
れ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

社
会
問
題
を
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
未

明
は
、
大
正
９
年
「
日
本
社
会
主
義
同
盟
」
の

発
起
に
参
加
し
ま
す
。
大
杉
と
と
も
に
機
関
紙

『
社
会
主
義
』
の
編
集
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

第
３
回

■
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
『
相
互
扶
助
論
』

　

ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
は
、
ロ
シ
ア
の
政
治
思
想

家
・
地
理
学
者
で
す
。
無
政
府
主
義
の
理
論
家

と
し
て
著
作
・
宣
伝
に
努
め
ま
し
た
。『
相
互

扶
助
論
』（
１
９
０
２
年
）
は
、
相
互
に
恩
恵

の
あ
る
協
力
関
係
、
互
恵
性
（
相
互
扶
助
）
が

生
物
環
境
に
お
い
て
も
人
間
社
会
に
お
い
て
も

果
た
す
大
事
な
役
割
を
、
過
去
か
ら
現
在
に
か

け
て
明
ら
か
に
し
た
内
容
の
本
で
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
水
難
救
済
会
の
こ
と
を
書
い
た

『
相
互
扶
助
論
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
未
明
童

話
「
黒
い
人
と
赤
い
橇
」（
大
正
11
年
）
に
強

い
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

〈
坑
夫
や
漁
夫
の
村
落
に
は
、
鉱
山
や
海
上

の
勇
気
の
伝
説
が
生
き
て
ゐ
て
、
そ
れ
が
詩
的

後
光
を
さ
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
ロ
ン
ド
ン
の
雑

駁
な
群
集
の
中
に
何
ん
の
伝
説
が
あ
る
か
。
其

処
に
共
通
の
伝
説
が
あ
り
得
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
文
学
に
よ
つ
て
創
造
さ
れ
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。〉
と
い
う
一
文
を
読
ん
だ
時
、

未
明
は
自
身
の
使
命
を
自
覚
し
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
相
互
扶
助
の
意
識
が
近
代
の
人

に
は
薄
れ
て
お
り
、
自
分
が
文
学
に
よ
っ
て
そ

の
伝
説
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
自
覚
で
す
。
文

学
者
と
し
て
の
使
命
の
自
覚
が
、
大
杉
栄
と
小

川
未
明
の
生
死
の
分
か
れ
目
に
な
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
大
杉
は
社
会
革
命
へ
、
未
明
は
文

学
の
世
界
へ
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

■
ク
ロ
の
上
に
は
青
い
そ
ら
が
あ
る

　

秋
山
清
『
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
学
史
』（
昭
和
50

年 

筑
摩
書
房
）
に
、
昭
和
３
年
頃
の
未
明
と

秋
山
の
交
友
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
載
っ
て
い
ま
す
。

〈（
未
明
は
）「
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
を
考
え
る
と
ね
、

ク
ロ
の
上
に
は
青
い
そ
ら
が
あ
る
」
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
い
っ
た
。（
中
略
）
未
明
の
「
ク

ロ
ポ
ト
キ
ン
云
々
」
は
如
何
に
も
子
供
っ
ぽ

か
っ
た
。〉

　

秋
山
清
は
未
明
の
当
時
の
考
え
方
に
否
定
的

で
す
。
し
か
し
未
明
は
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
考

え
方
に
大
事
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

未
明
は
文
学
者
と
し
て
「
青
い
そ
ら
」
を
思
い

描
く
こ
と
が
で
き
る
人
で
し
た
。

　

未
明
は
弱
い
者
、
人
間
の
自
由
を
大
事
に
し

ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
守
ろ
う
と
す
る
ア
ナ
キ

ス
ト
の
文
学
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。
未
明
は
大
正
15
年
に
〈
童
話
作
家
宣
言
〉

を
し
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
、
社
会
主
義
へ
の

弾
圧
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
思
い
が
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
未
明
は
、

社
会
変
革
は
政
治
革
命
で
は
な
く
、
相
互
扶
助

の
精
神
に
よ
る
人
間
変
革
を
行
う
こ
と
だ
と
考

え
ま
し
た
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
も
未
明
は
、

日
本
無
産
派
文
芸
聯
盟
、
新
興
童
話
作
家
聯
盟
、

自
由
芸
術
家
聯
盟
等
に
参
加
し
、
ア
ナ
キ
ス
ト

と
し
て
の
文
学
運
動
を
展
開
し
ま
す
。
そ
れ
が

未
明
の
社
会
主
義
思
想
の
実
践
で
し
た
。

　
■
小
川
未
明
の
作
品
へ
の
影
響

　

相
互
扶
助
の
考
え
は
、
小
説
に
も
童
話
に
も

表
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
説
「
仮
面
の
町
」（
大

正
13
年
）
で
は
、
相
互
扶
助
を
し
な
い
人
達
の

話
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

未
明
が
『
相
互
扶
助
論
』
の
思
想
を
自
身
の

文
学
の
核
に
据
え
た
の
は
大
正
10
年
頃
の
よ
う

に
思
い
ま
す
。
大
正
11
年
１
月
に
発
表
さ
れ
た

童
話
「
黒
い
人
と
赤
い
橇
」「
雪
の
上
の
お
爺

さ
ん
」「
春
に
な
る
前
夜
」
は
い
ず
れ
も
遭
難

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
童
話
で
、『
相
互
扶
助

論
』
の
影
響
が
見
ら
れ
ま
す
。「
月
夜
と
眼

鏡
」「
星
の
子
」「
翼
の
破
れ
た
烏
」「
般
若
の

面
」「
南
島
の
女
」「
蜂
と
子
供
」
等
も
、
大
正

期
後
半
以
降
に
書
か
れ
た
相
互
扶
助
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
童
話
で
す
。
相
互
扶
助
の
心
を
も
っ

た
人
間
を
育
て
る
こ
と
が
社
会
を
変
え
、
未
来

を
築
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
未
明
は
考
え
ま
し

た
。
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小
川
未
明
文
学
賞
は
、
日
本
児
童
文
学
の
父

と
い
わ
れ
る
上
越
市
出
身
の
小
川
未
明
の
文
学

精
神
「
人
間
愛
と
正
義
感
」
を
次
代
に
継
承
す

る
た
め
、
１
９
９
１
年
（
平
成
３
）
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
心
に
夢
と
希
望
を

育
む
よ
う
な
鮮
烈
な
児
童
文
学
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
度
で
第
30
回
目
を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
に
延
べ
１
４
６
０
０
編
を
超
え
る
作
品
が

国
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
賞
作
品
は
単
行
本
で
刊
行
さ
れ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

小
川
未
明
文
学
賞

　
＊
受
賞
の
ひ
と
こ
と
＊

　

こ
の
度
は
素
晴
ら
し
い
賞
を
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
作
品
は
、
列
車
の
窓
か
ら
、
カ
ス
テ
ラ
に
似
た
外
観
の
ア
パ
ー

ト
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
を
舞
台
に
し
た
物
語
を

書
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
良
い
構
想
が
浮
か
ば
ず
、
長
い
こ

と
胸
の
中
で
温
め
る
だ
け
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
あ
る
日
、「
カ

ス
テ
ラ
ア
パ
ー
ト
の
ざ
ら
め
さ
ん
」
と
い
う
題
名
が
頭
に
浮
か
び
、
そ
こ
か

ら
物
語
が
動
き
出
し
、
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
生
き
物
が
大
好
き
で
、
家
族
や
友
人
と
は
別
に
、

身
近
な
生
き
物
達
に
も
心
を
支
え
ら
れ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
生
き
物
へ
の

想
い
は
、
今
も
物
語
や
詩
を
書
く
う
え
で
の
大
き
な
原
動
力
で
す
。

　

こ
の
作
品
の
中
で
も
、
登
場
人
物
の
ざ
ら
め
さ
ん
や
こ
の
み
、
お
母
さ
ん
、

そ
れ
ぞ
れ
に
ち
ょ
っ
と
ず
つ
私
の
想
い
も
語
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

物
語
を
読
ん
だ
子
ど
も
達
が
、
い
ろ
ん
な
人
や
生
き
物
が
そ
ば
に
い
る
っ

て
素
敵
だ
な
、
楽
し
い
な
と
感
じ
て
く
れ
た
と
し
た
ら
、
作
者
と
し
て
こ
ん

な
に
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

書
く
こ
と
に
正
解
は
無
く
、
い
つ
も
「
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
」
と

の
迷
い
は
つ
き
ま
せ
ん
。
今
回
の
受
賞
は
そ
ん
な
私
の
背
中
を
、「
い
い
ん

だ
よ
！
」
と
力
強
く
押
し
て
い
た
だ
け
た
気
持
ち
で
す
。
選
考
委
員
の
皆
様

の
お
言
葉
を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
一
作
一
作
、
大
切
に
書
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

第
30
回
小
川
未
明
文
学
賞
大
賞
受
賞

　
　
　

島
村
　
木
綿
子
さ
ん

 

（
大
賞
作
品

　

「
カ
ス
テ
ラ
ア
パ
ー
ト
の
ざ
ら
め
さ
ん
」）

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

〒
943-

8601　

新
潟
県
上
越
市
木
田
１
－
１
－
３

　
　
　
　
　
　
　

上
越
市
文
化
振
興
課
内

　
　
　
　
　
　
　
　
「
小
川
未
明
文
学
賞
担
当
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 「 

」部
分
は
朱
書
き 

）

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
５
－
５
２
０
－
５
６
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
５
－
５
２
６
－
８
３
６
３

E-m
ail　

m
im
ei@
city.joetsu.lg.jp

第
31
回
募
集
要
項

◆
募
集
作
品

①
短
編
部
門
（
小
学
校
低
学
年
向
け
）

　

…
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
20
枚
～
30
枚

②
長
編
部
門
（
小
学
校
中
学
年
以
上
向
け
）

　

…
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
60
枚
～
120
枚

・
い
ず
れ
も
小
学
生
を
読
者
対
象
と
し
た
創
作
児
童

文
学
で
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
。
各
部
門
同

時
応
募
も
可
。

・
パ
ソ
コ
ン
等
の
場
合
は
Ａ
４
用
紙
を
使
用
。

・
表
紙
に
題
名
、
筆
名
と
本
名
（
ふ
り
が
な
明
記
）、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
、
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
換
算
枚
数
を
明
記
。

・
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
の
あ
ら
す
じ
を
表
紙
の
下
に

綴
じ
る
。　

◆
応
募
資
格　

　

�

不
問
（
た
だ
し
、
当
文
学
賞
の
過
去
の
大
賞
受
賞
者
は
除
く
）

◆
応
募
方
法

　

上
越
市
文
化
振
興
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

◆
締
切

　

２
０
２
２
年
10
月
31
日
（
月
）（
当
日
消
印
有
効
）　

◆
入
選
作

　

・
大　

賞
（
賞
金
100
万
円
・
記
念
品
）

　
　

※
学
研
プ
ラ
ス
か
ら
単
行
本
で
刊
行
さ
れ
ま
す
。

　

・
優
秀
賞
（
賞
金
20
万
円
）

◆
発
表

　

２
０
２
３
年
３
月
上
旬
（
予
定
）

＊
詳
細
は
小
川
未
明
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第30回小川未明文学賞贈呈式
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未明童話の会 【大手町小学校 12月３日】
　６年生52名が参加してくれました。
　未明の紹介、「いちじゅくの木」「きょうだ
いののねずみ」「殿様の茶わん」を、とても静
かに集中して聞いてくれました。

お話の会うさぎ
【直江津南小学校放課後児童クラブ ８月２日】
　夏休みの一日、暑さ・新型コロナウイルス
に負けず、とっても元気な子どもたちでした
が、お話が始まると静かになり興味深く聞い
てくれました。

　今年は未明生誕140年です。そこで
令和３年度の研修は、未明に関する碑
や像などについて調べました。
　グループごとに３、４か所、合計
18か所について調べ、場所（周辺の
様子）、碑等の説明、関連事項、写真
等にまとめ、発表・話し合いの会を開
き、共通理解をはかりました。
　また、２つの他県にある碑（岩手県、
岡山県）や、春日山神社にある未明童
話文学館等について知ることができま
した。故郷の風土、風俗に深い愛情を
もって数多くの作品を残した未明。ふ
るさとをいつくしみ続けた文学者の功
績をたたえ、その足跡を偲び、数多く
の碑を建立した人々の、未明への思い
を改めて実感することができた研修会
でした。

（シャーフの会）

 　

出
張
お
は
な
し
会
、
会
員
加
入
の
連
絡
先

　

上
越
市
文
化
振
興
課

　
　
　

上
越
市
木
田
１
－
１
－
３

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
５
－
５
２
０
－
５
６
２
８

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
５
－
５
２
６
－
８
３
６
３
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令和３年度 

未明ボランティアネットワーク

研修会記録 

                                                       

 

    

 

 

 

 

 

 
未明ボランティアネットワーク 

令和 3年 11月 16日 

グループ空「夏の晩方あった話」
　「小川未明フェスティバル2021秋編」の関連イベント
で、フェスティバルのテーマである「夏の晩方あった
話」を、パネルシアターで楽しんでもらいました。　

　会場：上越文化会館市民サロン

未明童話の世界を感じよう  11月28日（日）

出張おはなし会 

研修会  11月16日、12月21日
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　未明ボランティアネットワークは、永年文化の向上に尽く
したものとして、令和３年度の上越市表彰を受けました。
　未明ボランティアネットワークは、平成３年（1991）小川
未明文学賞が創設されるのに合わせ、上越未明童話の会とし
て発足しました。その後、未明ボランティアネットワークと
名前を改め、高田図書館内に小川未明文学館ができてからは、
月２回のビッグブックシアターでのおはなし会、学校や放課
後児童クラブへの出張おはなし会を主な活動としてきました。
　その功績が評価され受賞しました。（岡本会長）

　 作品名 　　　　　　　　　  担当グループ
① 「こうさぎとははうさぎ」　　 お話の会うさぎ
② 「雪だるま」　　　　　　　 　シャーフの会
③ 「よっぱらい星」　　　　　 　グループ空
④ 「月夜とめがね」　　　　　 　未明童話の会

シャーフの会　６月13日
　パネルシアターで「水車のした話」、ＯＨＣで「月夜と
眼鏡」、大型絵本等のお話をしました。親子連れが聞いて
くれ、とてもなごやかな雰囲気でした。

19

未明ボランティアネットワークだより

発　行：未明ボランティアネットワーク
発行日：2022年５月31日
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・小川未明文学館おはなし会…全21回、延べ参加者223人
・出張おはなし会（市内小学校、放課後児童クラブ）…21か所、882人
・特別展おはなし会（文学館市民ギャラリー）…参加者34人
・会員の研修会（高田図書館第１会議室）

令和３年度
の活動

令和３年度上越市表彰を受賞  （教育、体育、芸術、文化功績）

特別展おはなし会  10月24日（日）

文学館おはなし会  毎月第２・第４日曜日14時～

諸橋精光さんが描いた、超大型紙芝居『月夜とめがね』の
原画が展示されている会場で、全グループが発表しました。
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５月	 小川未明文学館こども祭
	 　５月14日㈯

６～８月	 朗読研修会
	 　６月25日㈯・７月９日㈯・７月16日㈯
	 童話創作講座
	 　７月24日㈰・８月27日㈯・８月28日㈰

10月	 小川未明生誕140周年記念展
	 　会期：10月８日㈯～12月25日㈰

	 第31回小川未明文学賞募集締切
	 　10月31日㈪

10～12月	 文学館講座（全３回）

１月	 未明童話アニメーション上映会

２月	 小川未明文学館バックヤードツアー

３月	 第31回小川未明文学賞贈呈式（上越市）

　＊通年で所蔵品を紹介する特集展示を行っています

　　未明ボランティアネットワークによるおはなし会
　　＊毎月第２・４日曜日の午後２時から文学館にて実施
　　＊学校等での出張おはなし会を随時実施

　※�新型コロナウイルス感染拡大防止のため、延期または中止する
場合があります。

小川未明関係資料の収集について
ご協力のお願い

　小川未明文学館では、未明に関係す
る文学資料の収集を行っています。下
記の資料に関する情報をお持ちの方は、
ご連絡くださいますようお願いします。
資料の寄贈については、特定の場合
（すでに複数点を所蔵している資料
等）を除きお受けしますので、ご不明
の点はお問合せいただけると幸いです。

【主な収集資料】
１．特別資料

小川未明原稿、書簡、遺品、その他
自筆資料（短冊・書軸等）、写真（オ
リジナル）、小川未明関係者資料（未
明書簡、献本など）

２．図書
未明作品集（未明生前・没後刊行図
書）、全集・選集（未明作品を一部所
収した資料も含む）、初出雑誌（未明
作品掲載）、未明作品の外国語訳、絵
本・紙芝居

３．参考資料
未明に関する研究論文、エッセイ、
記事（雑誌・新聞等）

令和４年度　小川未明文学館カレンダー

北陸
新幹
線

高田城址公園


